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聴能形成とは 

 音響物理指標の対応を身につけ音に関する感性を育てる， 
音響技術者のための総合的なカリキュラム 
 

 九州芸術工科大学で開発 (1969) 
九州大学芸術工学部音響設計学科で 
1年次前期、2年次前期に開講 
 

 聴覚訓練と音響学の講義が一体 
 

 海外では，個人の能力を上げる個別(個人)訓練が多いのに 
対して，聴能形成はクラス(集団)訓練を行うのが特徴 

 近年、企業での聴能形成導入が進んでいる 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1988年　大阪芸術大学でも開始東京情報大学、東京藝術大学などで行われている



企業における聴能形成導入の背景 

 熟練エンジニアの退職による、組織としての 
ノウハウの喪失 

 開発のコンピュータ支援の高度化にともない、
OJTベースの音聴取体験の不足 

 社内での音の感性用語統一の必要性 
 音質評価の需要増大 

 
 体系的なトレーニング方法が確立されていない 



聴能形成とは 

「聴能形成」とは音に関する感性の教育・訓練を体系化
した方法で実施することにより，音響技術者の早期育成
を実現するものです。 

・音の違いがわかる 

・音の違いを物理的なパラメタとして表現できる 

・物理的なパラメタから音を想像できる 

「聴能形成」 では，以上の項目を実現
させることを目的として，技術者のト
レーニングをおこないます。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
カナダのマギル大学OJTで学ぶ音のトレーニングのエッセンスを抜き出している



訓練内容と目的 

・音の弁別訓練 

・物理パラメータの識別訓練 

・音を想像する力・説明する訓練 

Step1 

Step2 

Step3 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
進
行

 やさしい 

難しい 

複数の音を聴いたときに違いがわかる 

音の違いの差を物理量の差として定量化できる 

物理特性から音が想像できる 
音をことばで説明できる 



Step1 音の弁別訓練 

 高さの違い（純音の周波数） 

 大きさの違い（純音の大きさ） 

 音色の違い（倍音のバランス） 

 違いがわかる？ 

「音を集中して聴く態度」を身につける 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
高さ　440Hz　445Hz大きさ 0 	-3dB音色　2倍音まで　3倍音まで、スペクトルの図つける



Step2 音の物理パラメータの識別訓練 

 音圧レベル差 

 

 純音の周波数判定 

 

 1/3オクターブバンドノイズの中心周波数判定 

 

 音楽信号の周波数特性のオクターブ山付け 

（125Hzから8kHz） 

 

250Hz 1000Hz 4000Hz 

250Hz 1000Hz 4000Hz 

original 250Hz 1000Hz 4000Hz 

original -5dB -10dB 



Step3 音を想像する力・説明する力の訓練 

 ディスカッション 

講師からの助言を一方的に受け取るだけでなく、 

お互いの「気づき」を誘発させる 

聴き分け方のコツを言葉で表現する 

 業務でふれる音を実際に聴いて言葉で説明する 



聴能形成を用いたトレーニング事例 

例）カーオーディオメーカA社の教育方針 

目指す音質を作ることができる（物理特性、回路、部品など） 

音/音質の違いについて他者とコミュニケーションが取れる 

音の違いを物理特性の変化に置き換えて理解できる 

音の違いを聞き分けることができる 

音・楽器音・聴覚の基礎的な知識がある 

初級 

中級 



聴能形成を用いたトレーニング事例 

 週2回，専用システムを用いたトレーニングと音響理論の講義をあわ
せて1.5時間程度 

  
 トレーニングコンテンツ 

 高さ，大きさ，山付け 
 歪み，位相の変化，オーディオファイルの圧縮 
 中級ではディスカッション，スピーカーネットワーク作成実習 

 
 合格正答率 

 各カリキュラムで80%程度，合格者のみが中級カリキュラムを受けるこ
とが出来る 

 合格者には認定証を発行 
 開始して10年以上経過，受講者は600人を越え 
聴能形成を受けた技術者が第一線で活躍している 

例）オーディオメーカA社のトレーニング方法 



トレーニング効果の持続性 

やさしい 難しい 



トレーニングを実施するには？ 

 音源装置と筆記用具で行う聴能形成 
 リハーサル（訓練前に音源を聴く） 
 答え合わせ 
一括回答（訓練後にまとめて答え合わせ） 
逐次回答（一問ずつ正答をフィードバック） 

 専用システムを使った聴能形成 



真耳 
聴能形成 / 聴感実験システム 

―音を聴き分ける。音を評価する― 

Shinji 



Host Controller & Server Computer 

Audio Equipment 

Listening Room 

Wireless LAN 
Access Point 

LAN 

Response Terminals 

Wireless LAN 
Client 

真耳とは? – システム構成 



聴能形成モジュールを用いたトレーニング例 
・高さ（2音源比較，純音の周波数） 
・大きさ（2音源の音圧レベルの差） 
・音色（2音源比較，倍音数） 
・1/3オクターブバンドノイズの中心周波数 
・山付け（特定周波数帯域の強調），ローカット，ハイカット 
・残響時間 
・量子化ビット数 
 ・・・・・ 

不正解 正解 

端末画面（例：山付けトレーニング） 

正答率表示 

リアルタイムに 
正答をフィードバック 

トレーニング効果大 
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